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支給を希望する場合は、以下の１～３を確認の上、必要書類を渡航開始月の２か月前の５日までに提出してくだ

さい。（例．８月３０日出発→ ６月５日まで／９月１日出発→７月５日まで） 

 

(1) 家計基準 

世帯の所得金額が次の金額である派遣学生が対象です。 

 

給与所得のみの世帯 年間収入金額（税込）が 300万円以下 

給与所得以外の所得を含む世帯 年間所得金額（必要経費等控除後）200万円以下 

※1 本制度では、家族構成や在籍大学等の学種 設置形態を問わず、上記の家計基準を満たすことを証明

できる派遣学生に渡航支援金を支給します。 

※2 年金のうち、老齢年金は収入に含みます。遺族年金、障害年金は含みません。 

※3 養育費は収入に含みません。 

 

(2) 所得金額を確認すべき対象者及び学校に提出すべき書類 

所得金額を確認すべき対象者は、派遣学生が父母等に扶養されているのか、派遣学生本人が生計を立て

ているのか（以下「独立生計者」という。）により異なります。また、保護者又は世帯の構成によっても異な

ります。対象者に所得がない場合でも、所得がないことを確認する必要があります。 

本制度では、独立生計者と認定するためには、以下の①～③を満たしていることを書類により証明する

必要があります。証明できない場合は、父母等に扶養されているとみなします。 

①所得税法上、父母等の扶養親族でない者 

②父母等と別居している者 

③派遣学生本人（配偶者があるときは配偶者を含む。）に収入があり、その収入について所得申告がな

されている者 

 

＜派遣学生が父母等に扶養されている場合＞ 

 

※2022 年度派遣学生は、原則 2021年中の世帯の所得金額が家計基準を満たしていることが要件となっており

ますが、新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変した方については、特例措置として家計急変後の

所得見込金額が家計基準を満たしている場合は、渡航支援金の申請が認められます。詳しくは、留学生交流係

に問い合わせてください。 
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※1父母が別居していても、離婚が成立していない場合は、父母双方の書類が必要です。 

※2 離婚により同居している親とは別の親に扶養されている場合、提出対象者は同居している  親となりま

す。親元を離れて暮らしている場合は、帰省先等の親としてください。 

※3父母以外に扶養されていても、父母双方又はいずれかが同居している場合は、提出対象者は父母双方又は

いずれかとなります。 

 

＜派遣学生が独立生計者の場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1 : 2020年 1月に基礎控除額が改正されました。そのため、独立生計とみなす所得金額は 2019年の 38万円

から 48万円に変更となりました。 

 

(3) 所得を証明する年及び書類 

原則、2021 年中の所得で、(1)家計基準を満たしているか確認してください。ただし、2022 年 6 月頃までに 派

遣学生として登録する者で、2021 年中の所得証明書の発行が間に合わない場合は、2020 年中の所得証明書で構

いません。 
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※1   父母等が海外勤務の場合は、給与明細書(2021年 1 ~12月分）の写しにより、「総支給額（支払総額）」（税

込）を確認してください。日本円以外の通貨の場合は、書類提出時の外国為替レートで円換算してください。円

換算時に使用した外国為替レートについても、記録を残してください。 

※2 市区町村役場発行の所得証明書の代わりに以下の書類で確認しても構いません。その場合は、必ず 2021 年中

の所得を確認してください。複数の収入がある場合は、それぞれについて証明書類が必要です。 

 

 

 


